
（R8.4 改正第 3号） 

 

社会福祉法人千曲市社会福祉協議会臨時職員等給与規程 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人千曲市社会福祉協議会臨時職員等就業規則第２７条の

規定により、臨時職員、パートタイム職員及び契約職員（以下「臨時職員等」という。）

の給与に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（給与の種類） 

第２条 この規程において「給与」とは、給料、通勤手当、時間外勤務手当、休日勤務手

当、育児介護等応援手当及び処遇改善手当をいう。 

 

  第２章 給料 

（給料の支給） 

第３条 臨時職員等には、正規の勤務時間による勤務の報酬として給料を支給する。 

２ 職員の給与及び賃金は法律などによって特に認められた場合又は次に掲げるものを給

与から差し引く場合を除き、その全額を支払わなければならない。 

（１）源泉所得税 

（２）市県民税 

（３）健康保険（介護保険を含む。）及び厚生年金保険の保険料の被保険者負担分 

（４）雇用保険の保険料の被保険者負担分 

（５）職員代表との書面による協定により賃金から控除するとしたもの。 

  ア 職員互助会掛金 

  イ 団体扱いに係る生命保険等の保険料又は掛金 

  ウ 預貯金 

  エ 職員駐車場使用料 

（６）前各号に定めるもののほか、社会福祉法人千曲市社会福祉協議会長（以下「会長」

という。）が特に認めたもの。 

３ ただし、個別の労働条件通知書に別の定めのある臨時職員等は、当該通知書による。 

 

（給料） 

第４条 臨時職員等の給与及び手当は、会長が定める。ただし、個別の労働条件通知書に

別の定めのある臨時職員等は当該通知書による。 

 

（給料の支給方法等） 

第５条 給料は、臨時職員等については、その月の勤務日数に勤務に応じた単価を乗じた

金額を支給する。 

２ 給料の支給日は、毎月１６日に支給するものとする。ただし、その日が休日又は土・

日曜日に当たるときは、休日又は土・日曜日でないその日前において、その日に最も近

い日に支給する。 
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３ 新たに臨時職員等となった者には、臨時職員等となった日から給料を支給し、給料の

額に異動を生じた者には、その日から新たに定められた給料を支給する。 

４ 臨時職員等が離職したときは、その日まで給料を支給する。 

５ 臨時職員等が死亡したときは、その日まで給料を支給する。 

６ 前各項の定めによるもののほか、給料の支給方法について必要な事項は、会長が定め

る。 

 

（通勤手当） 

第６条 通勤手当は、通勤のため交通機関を利用し、その運賃等を負担することを常例と

する臨時職員等及び自動車その他の交通手段を使用することを常例とする臨時職員等に

支給する。 ただし、通勤距離が２キロメートル未満である職員を除く。 

２ 通勤手当の額及び支給方法は、千曲市に準ずる。 

 

（時間外勤務手当等） 

第７条 時間外勤務手当、休日勤務手当及び深夜業手当は、勤務を命ぜられた臨時職員等

に対しその勤務した時間について支給する。 

２ 時間外勤務手当、休日勤務手当および深夜業手当の支給計算方法については、個別の 

 労働条件通知書による。 

 

（処遇改善に関する手当） 

第８条 処遇改善に関する手当は、賃金等の改善を目的として行政等の給付金により支給

する。 

２ 処遇改善に関する手当の額及び支給方法は、会長が定める。 

 

（育児介護等応援手当） 

第９条 育児介護等応援手当は、育児休業、介護休業、休職、療養休暇など連続１か月以

上長期休業者等の休業中の業務を代替する者の業務の全部又は一部を代替する者に対し

て、その業務内容に応じて１か月あたり１０，０００円を限度に支給する。 

２ 育児介護等応援手当は、休業等取得者から引き継ぐ業務量等に応じて支給する。 

３ 前項の手当は、休業等取得者の業務を代替するために新たな人員を配置した場合には

支給しない。 

４ 育児介護等応援手当の額及び支給方法は、会長が定める。 

 

（補則） 

第１０条 この規程の実施に関し、定めのない事項については、会長が別に定める。 

 

附 則 

 この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 
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  附 則 

 この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、令和８年４月１日から施行する。 
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